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第１表
作業
番号
所要
時間
実時刻
作業
ｶﾃｺﾞﾘｰ
達成すべき目標 生成物
作業
単位
進め方 ツール
1 30分
10:30～
11:00
導入① 趣旨説明 ｢ふるさとの記憶を未来へ｣
･災害発生前や後に歴史資料
を保全することの意義を理
解する｡
･自分たちが過去から未来
へ､歴史を継承する人である
とともに､いま､まさに自ら
の手で｢現代｣という歴史を
作っている人であることを
自覚する｡
本日のﾜｰｸに対する
共通認識
全体 ･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの意義を共有する｡
Zoom
パワポ(共有)
2 20分
11:00～
11:20
導入② 進め方の説明
･グループワークのやり方
･Miroの使い方
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸのやり方､Miroの
使い方を理解する｡
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰを知る｡
･ﾜｰｸへのｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟを行
う｡
ﾜｰｸ手順の理解 全体
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰの選出｡
･ﾘｰﾀﾞｰは話し合いのまとめ役
を担う｡
･自由に発言､意見交換ができ
る雰囲気づくり｡
･人の意見をよく聞き､異論が
あるときは代案を示す｡
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸには正解はなく､参
加者の優劣を決めるものでは
ない｡
･みんなでよりよいものを目指
す｡
Zoom
パワポ(共有)
Miro
3 5分
11:20～
11:25
導入③ 本日の設定
･各自が｢加治屋町｣に居住している
設定
･梅雨前線や台風の影響で各地で大
雨が降っている設定
･ﾜｰｸにおける参加者が置か
れている地理的条件を理解
する｡
全体
･参加者が置かれている地理的
条件を理解･共有する｡
Zoom
パワポ(共有)
4 35分
11:25～
12:00
ワーク①
地域の特徴を
つかもう
１．広場､公園､オープンスペース
(学校､神社､空き地など)を把握しよ
う｡
２．水路､用水､河川を把握しよう｡
３．ビル､マンションなど､浸水時
に駆け込みできる建物(3階建て以
上)を把握しよう｡
４．公的避難所､避難場所を把握し
よう｡
５．防災資源(災害時に役に立つと
ころ､モノがあるところ､病院や薬
局など､ほかにはどんなところがあ
るかな？)を把握しよう｡
･地域の構造(空間､つくり)を
把握する｡
地域の構造(空間､
つくり)を記した付
せん
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
･各自の考えを付せんに記し､
グループ化･図解化を行う｡
Zoom(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄ
ﾙｰﾑ)
Miro
50分
12:00～
12:50
休憩 お昼休み
5 20分
12:50～
13:10
ワーク②
災害時に危険
となるところ
は？
･風水害による災害時に危険となる
ところはどんなところだろうか？
･その場所と､理由を付せんに書い
てみよう｡
･風水害による災害時に危
険となる場所とその理由
を理解する｡
災害時に危険とな
る場所とその理由
を記した付せん
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
･各自の考えを付せんに記し､
グループ化･図解化を行う｡
Zoom(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄ
ﾙｰﾑ)
Miro
6 20分
13:10～
13:30
ワーク③
この地域の風
水害に対する
弱い点と強い
点はなんで
しょう？
･弱みと強みを付せんに書いてみ
よう｡
･この地域の風水害に対す
る弱みと強みを把握する｡
この地域の風水
害に対する弱み
と強みを記した
付せん
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
･各自の考えを付せんに記し､
グループ化･図解化を行う｡
Zoom(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄ
ﾙｰﾑ)
Miro
7 5分
13:30～
13:35
ワーク④
指定文化財の
分布を見てみ
よう｡
･地域には指定されている文化財だ
けでなく､指定されていない文化財
(歴史文化資料)もたくさんあること
にも気を配ろう｡
･｢洪水浸水想定区域｣のなか
に登録有形文化財･建造物､
史跡､有形文化財などが所在
していることに気がつく｡
･このほかに指定されていな
い文化財がたくさんあるこ
とに気がつく｡
｢洪水浸水想定区
域｣内に指定･未
指定文化財が所
在しているとい
う理解
全体
･｢ひなたGIS」で｢洪水浸水想
定区域｣｢急傾斜地崩壊危険箇
所｣｢国指定文化財等データ
ベース｣｢全国文化財｣などの
データを重ね合わせ､文化財の
所在地を確認する｡
Zoom
ひなたGIS(共有)
8 30分
13:35～
14:05
ワーク⑤
文化財(指定･
未指定)消滅の
リスクに対す
る対処方法を
４象限にまと
めてみてみよ
う｡
･軽減対策：リスクの発生確率や影
響度そのものを減ずる｡
･受容対策：リスクがいつか顕在化
することを想定事象として受け入
れ､それに備える｡
･回避対策：リスクにさらされる要
因そのものを取り除く｡
･転嫁対策：いざとなったときのリ
スクの責任を第三者と共有／移譲
する｡
･文化財(指定･未指定)消
滅のリスクに対する対処
方法について､｢軽減･回
避･受容･転嫁｣の４つの観
点からまとめることがで
きる｡
｢軽減･回避･受
容･転嫁｣の４つ
の観点からのま
とめ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
･各自の考えを付せんに記し､
グループ化･図解化を行う｡
Zoom(ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄ
ﾙｰﾑ)
Miro
9 15分
14:05～
14:20
ふりかえ
り
本日のまとめ
･本日学んだことを､みんなで共
有しよう｡
･各ｸﾞﾙｰﾌﾟの説明を聞き､自
分のｸﾞﾙｰﾌﾟと同じところ､違
うところに気づき､よりよい
対処方法を構想することが
できる｡
･全体
･ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾘｰ
ﾀﾞｰ
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰが､⑤で作った４
象限をZoomで「画面共有」
し､参加者に説明し､共有する｡
Zoom
Miro(共有)
作業タイトル







